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土 平 園 地 の 希 少 植 物
～ ヤ エ ガ ワ カ ン バ ～

ヤエガワカンバ　撮影時期：2018.9.15　撮影場所：土平園地

み～つけた
ちっちゃ

な自然
NO. 163

那須塩原自然を愛そう

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法①�きらきらホット
　　　�なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法②�シティプロモーション課に電話
　　　　☎ 0287（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

キ
ュ
ウ
リ
の
仲
良
し
親
子

百景
なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課

「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前
フリガナ

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

ペンネーム
（希望者のみ）

※掲載する場合は実名ではなく、イニシャルまたはペンネームで掲載します。

３ ２ ５ ８５ ０１
お手数ですが

62 円切手を

貼ってください
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5月に咲くゴヨウツツジ

　
冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
植
物
観

察
も
ほ
ぼ
終
わ
り
で
す
。
さ
て
、
今
回
紹
介
す

る
の
は
、
土ど

だ
い
ら平

園
地
と
そ
こ
に
生
え
て
い
る
ヤ

エ
ガ
ワ
カ
ン
バ
で
す
。
土
平
園
地
は
、
工
事
が

中
止
に
な
っ
た
塩
那
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
塩
原
側

に
あ
る
遊
歩
道
の
あ
る
園
地
で
す
。
箱
の
森
プ

レ
イ
パ
ー
ク
の
入
り
口
を
通
り
過
ぎ
る
と
ゲ
ー

ト
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
７
㎞
ほ
ど
走
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
１
時
間
半
ほ
ど
の
遊
歩
道
は
、

あ
ま
り
急
な
斜
面
も
な
く
の
ん
び
り
歩
け
ま

す
。
５
月
下
旬
に
は
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
や
ツ
ク
バ

キ
ン
モ
ン
ソ
ウ
の
花
が
見
ら
れ
ま
す
。
８
月
下

旬
の
調
査
で
は
、
ミ
ゾ
ホ
オ
ズ
キ
や
ミ
ヤ
マ
ツ

チ
ト
リ
モ
チ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ヤ
エ
ガ
ワ
カ
ン
バ
は
、
カ
バ
ノ
キ
科
カ
バ
ノ

キ
属
の
樹
木
で
す
。
カ
バ
ノ
キ
属
の
樹
木
と
い

え
ば
、
シ
ラ
カ
バ
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
が
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
全
体
的
な
シ
ル
エ
ッ
ト
は
ど

れ
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
葉
の
形
や

樹
皮
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
ヤ
エ
ガ
ワ
カ

ン
バ
は
、
樹
皮
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
さ
さ
く
れ
だ
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
葉
は
シ
ラ
カ
バ
や
ダ

ケ
カ
ン
バ
の
よ
う
な
ハ
ー
ト
形
で
は
な
く
広
卵

形
。
長
さ
３
～
６
㎝
で
縁
に
不
揃
い
の
鋸
歯
が

見
ら
れ
ま
す
。
土
平
園
地
で
は
、
12
本
ほ
ど
見

ら
れ
ま
す
が
、
珍
し
い
樹
木
な
の
で
、
市
で
は

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
種
Ⅱ
類
※

に
指
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
も
う
花
も
葉
も

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、
春
に
な
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

お
さ
む

※ 

絶
滅
危
惧
種
Ⅱ
類
：
近
い
将
来
野
生
で
の
存
続
が
困
難
な

Ⅰ
類
に
移
行
が
確
実
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。

ヤエガワカンバって？

カバノキ科カバノキ属
 Betula davurica
樹皮がぼろぼろで、幾重にもはがれる
ことから八重皮という名がついた。

実家の畑で2個くっついているキュウリを収穫。「ママ抱っこして～」と
いう孫娘みたい。そこに優しく寄り添うキュウリ婦人（笑）

投稿者　　西ばぁーば さん（60代女性 南赤田）
撮影場所　南赤田（撮影日  H30.7）

編集後記
久しぶりに、La�Festa�Mille�Miglia�が塩原に帰ってきました。関

係者の方に話を聞いたところ、なんでも8年ぶりだとか。私が
このイベントの事を初めて知ったのは10年以上も前の事。まだ那須
塩原市も誕生していないときで、当時もクラシックカーを一目見よ
うと多くの人が沿道に押しかけていたのを覚えています。今回参加
した車両の中でも特に古いものは、製造から90年以上経過している
ものもあり驚かされます。私の愛車も四半世紀を過ぎていますがま
だまだ元気。彼らを見習い長く維持していきたいです。　　　（興野）

高なる鼓動を抑えながら取材をしている今日この頃。鼓動の原
因は、イベントには欠かせない「おいしいもの」。食欲の秋で

すから、いろいろな場所で取材していると「おいしいもの」に巡り合
う機会が多いわけです。取材が終わってから食欲の秋を満喫したい
時もあるのですが、「早く帰って来い」という妻からのプレッシャー
と、いつも閑古鳥が鳴いているお財布の状況から、なかなか満喫で
きずにいます。食欲でなくとも満喫したい○○の秋を探しているう
ちに、秋が終わってしまいそうな気がしています。� （髙久）

樹皮：剥がれ落ちそう

葉：不揃いの鋸歯


